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ふくしのつどい
２０２３

令和５年８月２７日(日)
午後１時３０分より
３年ぶりの開催です。

地域交流センター
で会いましょう！

スタンプラリーもあるよ!

３階ホール

デイサービスだけじゃもったいない
体操界のアイドル
ごぼう先生の体操プログラムを
体験しよう

２階
・栄養や食事について考える
・暮らしに役立つ福祉用具
・いざという時の非常食
～災害について考えよう

・ほっと一息 お休み処

１階 受付・総合案内

なんでも相談コーナー

フードドライブにご協力ください。
① 常温保存できるもの
② 未開封のもの
③ 賞味期限が
１か月以上あるもの

「もったいないな…」
ご家庭で余っている食品がありまし
たら寄附をしてみませんか。社協か
ら必要としている団体やご家庭等に
お届けします。
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外では福祉車両
展示や体験を
行います

★ 送迎の必要な方は直接社協までご相談ください。67-3099

日本栄養士会
「間食の、すすめ～自
分に合った取り方が見
つかる」栄養ワンダー
同時開催！

誰でも
アスリート！
ニュースポーツに

挑戦
あなたの姿勢は大丈夫?
姿勢測定会《Ｓｉｓｅｉ Ｃａｍ》
佐久平総合リハビリセンター

３分で体のゆがみがわかる!
その場であなたに合った運動指導を
理学療法士が行います。

お困りのこと
ありましたら
そっとご相談
ください

詳
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感染予防対策をして
お越しください。



令和４年度も新型コロナ感染症対策に追われた１年でありまし
た。《ふくしのつどい》や《希望の旅》のような大きな事業は去
年度に引き続いて中止とし、あきかん拾いはやり方を変えて実施、
《つどい》に代えて夕涼みイベントと表彰を行うなど、積極的に
動き始めた年でもあります。
また、元気あっぷ教室やおさんぽカフェなど、地域の日常生活
に関わる事業についてはできるだけ中止せず実施することでふつ
うのくらしが維持できるよう心がけました。
介護保険事業では減収が続きました。人口の減少、利用傾向の
変化など、どのようなサービスが必要なのか、またその在り方に
ついて考えていくことが必要になっています。

生活のお困りごと
お気軽にご相談ください
生活福祉資金貸付窓口
まいさぽ出張相談所

フードバンク
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救急医療情報ｾｯﾄを設置された皆様へ

今年度５月、区長さんを通じて納
入いただきました令和５年度の会費
についてご報告いたします。
皆様の会費は、地域共生社会の
推進、福祉教育・ボランティア活動
の推進、災害時の体制作り、社協報
の発行等の情報発信など役立てて
まいります。

皆様のご協力、ありがとうご
ざいました。

一般会費 １，０６１，４００円
賛助会費 ５１，０００円
特別会費 ４０，０００円

お寄せいただいた浄財は、災害等
における医療救助活動や救援物資
の配布、血液事業、看護師養成、奉
仕団育成等など様々な赤十字活動
の資金として使われます。

赤十字の活動は、皆様から寄せ
られた活動資金によって支えられ
ています。
ご協力ありがとうございました。

令和５年度 ３０５，２５１円

収入総額
１９０，１０４，２６６円

支出総額
１７２，８９７，９１３円

収支差額(次年度繰越金)
１７，２０６，３５３円

今後もご利用される方、また地
域の皆様が安心して暮らしていか
れるような、社協らしいサービス
の提供ができるよう、努力を続け
てまいります。

日赤災害義援金にご協力いただき、
ありがとうございます。
お寄せいただきました義援金は、被

災都道府県に設置される義援金配分委
員会へ全額をお送りします。
義援金は同委員会で定める配分基準

に従って、市区町村等の自治体へ配分
され、被災地の方々の生活支援に役立
てられます。
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